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テーマ研究	

	

「日仏の交差する視点－現代日本におけるペイザージュ（景観）

と住民の自主性、地域のアクション	 1990 年代から今日まで」	
	

コーディネーター：	
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創生推進機構准教授、Regional Environment Laboratory所属研究員 
	

	 「Projets	de	paysage」23 号の刊行には、2 つの目的がある。一つは現代日本の

研究者たちの、景観のコンセプトに対する考え方や景観に関わる実践にアクセスする

こと、もう一つはフランスの日本研究者たちの、景観をテーマにした最新の論文を紹

介することである（フランス語の「ペイザージュ（Paysage）」は様々な意味を持つ

が、本テキストでは便宜上「景観」と訳す）。住民の自主性の問題は、上の 2 つの

目的を達成するために適切なテーマだと思われる。景観についての考察が、今日の日

本の環境社会学的な発展にどの程度貢献しているのか？住民の日常生活のレベルでの

まちづくりの実践に、どのように貢献しているのか？景観のコンセプトは、どのよう

な仕方で住民や地方自治体に役立てられているのか？空間管理および地域整備におい

て、景観のコンセプトを利用して住民に益するイノベーティブな実践を行うには、ど

のような条件が必要なのか？	

	

	 数十年前から、日本に関する様々な研究は、フランスにおける景観の考察に大きく寄与し

てきた。ジャック・ペズ＝マサブオ、オーギュスタン・ベルク、フィリップ・ペルティエ

（地理学）、ニコラ・フィエベ、マルク・ボルディエ、フィリップ・ボナン（建築と都市）、

アンドレ・ギヨーム（日本土木工学史）、ジャン・コビ（人類学）などの著名な日本研究者

の名を挙げることができる。1970 年代に社会科学高等研究院（EHESS）に設置された現代日

本研究グループを前身とする日本研究所（CRJ）や 1959 年設立の日本学高等研究所（IHEJ）、

そして INALCO の日本研究所によって、景観を通して日本社会を理解するための多くの基本

概念が共有され、研究者たちの輪を広げる一助となった。しかし、景観および景観に関わる

実践を研究する日本人研究者たちのフランス語での著作は多くはない。政治学、哲学、社会

科学分野では、フランス国立科学研究センター（CNRS）から重要な著作（中江兆民、幸徳秋

水、和辻哲郎、勝俣鎮夫など）の翻訳が刊行されている。フランス人研究者が 70 年代〜80

年代の日本で生まれた景観についての思想を理解するためには、「風景学入門」（中村、

1982）や、「日本の景観−ふるさとの原型	」（樋口、1981）などの翻訳が是非とも必要であ

ろう。これらの著作は、フランスでは主にオーギュスタン・ベルクの業績を介して、現代の

文化的視点からの景観研究の発展に決定的な役割を果たし、今もなお日仏の景観研究者やラ

ンドスケープデザイナーに影響を与えている。	

	

景観と地域の自主性の関係を確立する	

	



	
	

	日仏の研究者たちは、住民の自主性にどのような意味を与えているのか？景観のコンセプ

トはどちらかと言えば連帯を連想させるが、自主性の概念はむしろ分離の意味を含んでいる

ように思われる。それでも自主性の概念を景観の概念と結びつけるだろうか？	

	景観と地域の自主性の関係は、日本においてもフランスにおいても自明のことではない。

景観は、伝承されるべき遺産としての文化的価値、あるいは、共同体の価値、表象システム、

文化的実践や生活様式のもとに広く人々を集結させる傾向を持つ、地域アイデンティティに

関わる共同資産の価値と結びつけられることが多い。そのような景観概念は、多かれ少なか

れ中央集権的な行政的マネジメントが、少なくともその象徴的、社会的基盤のために、慣習

的に景観を利用することを助長している。	

	 日本の特殊なコンテクストにおいて住民の自主性の概念を捉えることは、日本人の存在論

的基盤とかけ離れた、西欧的な「個人」の視点から見るとすれば、おそらく簡単なことでは

ないだろう。むしろ、日本社会をスキーマ通りに他律的なものとして捉える傾向が強いので

はないか。しかし他律性は、景観デザイナーであり研究者でもあるアルバン・マニシが強調

するように、日本では独自の傾向を帯びる。「各々の行動に影響を与える可能性のある共同

体の規則を受け入れる能力は、住民を文化的制約から解放し、地域において違う風に行動で

きるという意味において、住民にとってはプラスに働くように思われる（…）。日本におけ

る他律性は、ネットワーク社会と呼ばれるものを作り出したのだ。」（MANNISI,2017 年）

ネットワーク社会は、政治性を強く持った地域活動のオルタナティブとして提示される。自

主性と他律性が対立するような場合、日本においては亀裂が生じる。この亀裂は、特に景観

整備、景観づくりや景観計画における地域活動を見れば明らかだ。自主性と景観の関係をこ

こで取り上げるのは、つまり景観についての問いが何らかの役割を果たす住民の解放のプロ

セスを論じたいからだ。そのプロセスは、非習慣的な共同体組織の形成、保護、発展によっ

て実現される。言い換えれば、ブルーノ・ラトゥールのいう意味でのネットワーク化された

社会（LATOUR,2006 年）によって実現される。ここでは、「さまざまなモノ−人」の周りに

（あるいはそれらとともに）、状況に応じて時に驚くべき特殊性を持って作られたり解体さ

れたりする、開かれ、変化していく共同体のコンセプトに賛同しなければならない。	

	

	多かれ少なかれ自主的な地域の景観づくりのデバイスを探究する	

	

	したがって本誌 23 号では、日常環境を変えるために、住民や市民のグループによって/と

共に行われる地域活動のプロセスまたはデバイスの内部で、景観のコンセプトがどのように

使われているのかを探っていきたい。	

	

	これらのデバイスの性質は、非常に多様であり得る。この多様性を示すこともまた、本号

の目的の一つである。これらのデバイスは、景観の問題と多少なりとも関連のある社会的状

況、（臨時または常設の）組織に属している。また、様々な地理学的空間と、組織、関与者

および住民の数と質に関係している。しかし、いずれにせよこれらのプロセスまたはデバイ

スは、慣習的な政治的プロセスとは別の経路で、整備形態や空間管理、景観的実践の保護、

維持そして発展を生み出すものでなければならず、あるいは少なくともこれまでの慣習的な

やり方を変えることのできる力を証明するものでなければならない。この場合、自主性のレ

ベルはかなり変動する。地域の政治・社会的な動きに大きく依存する場合もあれば、ほぼ完

全に切り離されている場合もある。重要なのは、「自主性への進化の過程」を理解すること

である。地域の問題を解決するための新たな組織づくりが、進化の指針となる。あるデバイ

スにおいて利用された集団の想像力と、景観に付与された役割や意味を明らかにすることが

特に重要である。	



	
	

	

	日本における他律性は、住民−市民のネットワーク組織づくりに有利に働いてきた。数十年

前からすでに、まちづくり（BROSSEAU,	EGUCHI	2014 年,	MARMIGNON	2010 年）や住民運動

（EGUCHI	2014）などの、住民が自らの居住地域の改良に様々な形で関わっていく集団活動

が存在する。だが今日では、景観に特別な地位を与える住民−市民の組織も登場している。

今日の不安定な日本社会のコンテクストにおいて、過去の状況に対し与えられてきた慣習的

な答えは効力を失いつつある。日本国民は、自らの日常の空間を整え、管理し、使用するた

めの新しい方法を、地域ごとに考えることを後押しされているのである。様々な社会的大変

動は、今や日本人の日常の一部となっている：人口の高齢化、田舎や小都市の過疎化、社会

的団結を維持し、教育的役割を果たしていた一定数の集団的実践の衰退、貧困化の様々な形

での可視化、日本経済の衰退、市町村や地方公共団体組織の近年の再編成、2014 年に発表

された地方創生政策。毎年のように繰り返される災害（水害、地震、噴火など）は、これま

で有効だった解決策の相対的な無力さを明らかにし、空間管理と日常生活の維持を妨げる新

たな問題となっている。「2011 年の東日本大震災」の後に提示された問いは（Ebisu	

2012）、これらの問題を明らかにし、新たなコンテクストに対応するため、過去とは異なる

やり方で地域的に考え、行動する必要を的確に指摘している。さらに、2016 年に熊本県で

おきた熊本地震では、一部の研究者や地域の政治家が、地域づくりの新たなダイナミクスを

構想する必要を要請する新しい用語を用いて、「復興」の問題を取り上げた（田中、2017

年）。	

	

寄稿条件	

	

	本誌の審査委員会は、3 タイプの論文を審査対象とする。	

１.日本人研究者が日本の事例について論じた論文	

２.フランス人研究者が日本の事例について論じた論文	

３.日本人研究者がフランスの事例を取り上げた論文	

		

	 さまざまな研究、活動分野からの寄稿をお待ちしております。	

	

テーマ特集と「マチエール・プルミエール」	
	

		 2 つの区分で、寄稿の募集を行います。「テーマ特集」は、従来のタイプの学術論文、

「マチエール・プルミエール」では、特集テーマに対し考察のヒントを与える非学術的なテ

キスト（事例報告、記録、プロジェクトの事例報告）などを募集します。	

	

寄稿者は、どの区分に寄稿するのかを最初に明記してください。	
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日本語で約 3500 字）と、5 つのキーワード、研究分野名を、2019 年 12 月 20 日までに、

E メールでお送りください。送付先：Emmanuelle Passerieux-Gibert （エマニュエル・パス
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・「テーマ特集」：テキストの字数はフランス語で 30000～50000 字（スペース、注、

参考文献を含む）。または日本語で 14000～22000 字（レジュメと参考文献を含む）。い

ずれも、既定の字数を超えるテキストは受け付けません。	

・「マチエール・プルミエール」：フランス語 15000～30000 字（スペース、注、参

考文献を含む）。日本語 7000～14000 字（レジュメと参考文献を含む）。いずれも既定

の字数を超えるテキストは受け付けません。	

・テキストのレイアウトなどの規定については、本誌 WEB サイトをご参照ください。	

http://www.projetsdepaysage.fr/fr/conseils_aux_auteurs	
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